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「マグニツキー事件」はじめ複数の変死、殺害事件の⿊幕か
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 ロシアの反政府勢⼒を代表する⼈物で、ロシアの治安機関によって毒殺されかけたアレクセ
イ・ナヴァーリヌイ（ナワリヌイの表記は使わない）は2021年1⽉17⽇、治療を終えたドイツから
ロシアに帰国した。その直後、執⾏猶予中の条件に違反したとして拘束されたが、19⽇になっ
て、「プーチンのための宮殿︓もっとも⼤規模な賄賂の歴史」 というビデオがユーチューブに
アップロードされた。彼⾃⾝が登場する約1時間53分におよぶ告発のなかで、プーチンがいかに腐
敗しているかを語っている。すでに視聴回数は1⽉30⽇時点で、1億回を超えている。

 このビデオがきっかけとなって、1⽉23⽇には、ロシアの100を超す都市で、ナヴァーリヌイの
釈放を求めるデモが⾏われた。デモ参加者中、全国で3770⼈、うちモスクワで1481⼈が拘束され
たとの情報がある。⼈々は、「プーチン、泥棒」（Путин, вор!）と叫び、多くの若者がプーチン
への怒りをあらわにした。社会⼈類学者がモスクワでのデモ参加者359⼈を無作為にサンプル調査
したところ、42%が今回初めてデモに参加したことがわかったという（2021年1⽉24⽇付の「ニュ
ーヨーク・タイムズ電⼦版」 を参照）。同チームが2019年のモスクワでの抗議⾏動を調査した
際には、17%だったから、今回、若者中⼼に「プーチンが泥棒である」との認識がにわかに広ま
り、抗議⾏動となって表⾯化したと推測される。

 考えてみると、ソ連が崩壊して30年になる。プーチンがはじめて⼤統領になってから20年以上
が経過した。若い⼈々の多くはソ連時代の悲惨さを知らない。プーチンが権⼒奪取過程で犯して
きた犯罪まがいの数々の悪徳も仄聞すらしていないかもしれない。ロシアの若者がこんな状況だ
とすれば、⽇本の読者のなかにも、プーチンの正体について知らない⼈がまだまだ多いのではな
いか。こんな想いから、ここでプーチンの正体を改めて詳しく解説してみたい。
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プーチン⽒の私邸だとされる邸宅。ロシア南部クラスノダール地⽅の⿊海沿岸にあり、周囲の森
や奥の建物も私邸の敷地だという＝2021年1⽉19⽇、ユーチューブに公開された動画から

「周知の事実」だったプーチン宮殿

 2012年1⽉に刊⾏した拙著『プーチン2.0︓岐路に⽴つ権⼒と腐敗』のなかには、「第4章 プー
チンの腐敗」として、その第2節で「プーチン宮殿」が登場する。本当は、プーチン宮殿の存在は
もう10年ほど前には周知の事実であったのだ。だが、ロシアでも⽇本でも、⼤切なことは繰り返
さないとすぐに忘れられてしまうようだ。

 プーチン宮殿建設プロジェクトは2005年からはじまった。⿊海に⾯した絶景をながめられる場
所に、カジノや劇場まである宮殿が建設されたのだ。「⼀説には、2014年のソチ冬季五輪の際、
賓客をもてなすために使⽤されるかもしれない」という説を、拙著に紹介しておいた（現在の説
明では、ホテルに改装中という）。注意すべきなのは、この宮殿以外にも2011年ころの時点で、
プーチンの住居が26もあるとみられていたことである。当時、⾸相だったプーチンには、公的に
認められた住居がモスクワとソチにあったが、それ以外に国家として公式に名簿に掲載された住
居が10カ所あった。計算上、それ以外にも14もの住居があり、加えてプーチン宮殿を建設したこ
とになる。

 ナヴァーリヌイのビデオには、宮殿の近くにブドウ園があり、ワイン製造⼯場が整備されてい
ることがわかる。プーチンは、このビデオ公開後に開催された学⽣とのビデオ会議のなかで、
「宮殿を所持していた疑惑についての調査映像が流れています。⼤統領、これは本当ですか︖」
と尋ねられて、「まずあなたの質問にはこう答えたい。私の財産としてそこで⽰されたものは私
にも私の近親者にも属したことはない。絶対にない。これが第⼀だ」と答えた。そのうえで、⽇
本の菅義偉⾸相と違って、プーチンは余計な話も披露している。
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 「そこで⾒たすべてのもののなかで、私が興味をもったのは⼀つだけだったが、ビジネスでは
なく、ビジネスとしてではなく、ある種の活動としてのもの、それはワイン造りだ。とてもいい
活動と思うし、⽴派な活動だと思う。私の良き知⼈の⼀⼈と彼⾃⾝のパートナーがそこにおり、
パートナーは亡くなったが、その持ち分は息⼦に相続された。彼らは⼩さな企業をしていて……」
と話したあと、「ビジネスとしてではなく、活動の⼀種として、いつかはやってみたいと思って
いる」とまで語った。
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マグニツキー事件とは何か

 こんなプーチンだが、本当は、彼は⼤いに腐敗している。それに、複数の殺害を命じてきたと
推測されている。彼の腐敗ぶりについては、紹介した拙著『プーチン2.0』に詳しいので、そちら
を参考にしてほしい。拙稿「プーチン⽀配の本質は「強権」」 のなかで、「表1 21世紀にお
ける海外での殺害（未遂を含む）」という表を掲載済みだ。

 ここでは、プーチン⾃⾝が殺害を命令したわけではないかもしれないが、彼を守ることを仕事
にしている治安機関の職員がいかに腐敗してきたかについて紹介したい。それは、ロシア税務当
局の巨額の不正⾏為を追及したマグニツキー弁護⼠が拘置所で死亡した「マグニツキー事件」に
ついてである。

 この事件に関連して、⽶国ではマグニツキー法が制定されただけでなく、EUでも同種の法律が
⽣まれている。これらの法律は、⼈権侵害を⾏った個⼈や団体を対象にビザ規制や資産凍結をす
るものだ。⽇本でも、2021年1⽉になって、ようやく⾃⺠党の中⾕元・元防衛相らが⼈権侵害にか
かわった外国の⼈物や団体に制裁を科す「⽇本版マグニツキー法（特定⼈権侵害制裁法）」制定
に向け、超党派の議員連盟を発⾜させると発表し

・・・ログインして読む
（残り︓約3637⽂字／本⽂︓約5977⽂字）
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